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｢税関」再読
保坂嘉恵美
1849年６月，前年の大統領選挙で政権が民主党からホイッグ党に交代した余
波をうけて，Hawthorneはそれまで３年あまり奉職していたセイレム税関
（TheSalemCustomHouse）を追われる。新大統領ZacharyTaylor
は，政権交代にともなって公職が入れ代わるという当時の行政慣行，いわゆる
"spoilssystem，'を適用しない旨予め声明を出していたにもかかわらず，
Ｈａｗｔｈｏｍｅの場合はその声明に裏切られたかたちになった。罷免の可能性が
糸えはじめた頃から，当人自身も積極的な弁明を行ない，以前の自分の任官が
ホイヅグ党員に取って代わったものではないこと，そもそも任官がかなったの
は，「あわれなほどつつましい作家としての業績以外に何をもって願い出たか
らではない，（民主党員としての）政治活動の報酬などではなかった｣⑪という
訴えもあったが，結局６月７日彼は検査官（Surveyor）の職を辞任した。し
かし罷免からおよそ３カ月を過ぎてやっと９月，後任の人事が，議会上院で承
認されるまで，Hawthorneの在職中の不正を提造し追放を画策した地元ホイ
ヅグ党の有力者の一派と，片や彼を擁護留任させようとする別の一派および友
人たちとが，ジャーナリズムで非難の応酬をくり返し，６月21日付の妻Sophia
の手紙によれば，「世論は『反旗を翻し』，夫の名は『国中に鳴りわたって』｣2)，
作家としての名声に先んじて，かれはセンセーショナルな時の人となったので
ある。
こうして不本意ながら公職をはなれたHawthorneは，翌月末には母を失う
という不幸にも見舞われながら，９月頃から自宅に引きこもり，執筆活動に集
中しての半年足らずのうちに最初の長編『緋文字』（ＴｌｚｅＳｃαγルメＬｃｊ蛇γ）を
書き上げるのである。1850年３月16日初版２千５百部，おおむね好意的な書評
が幸いして４月に再版２千５百部，９月にはさらに１千部が増刷され，彼は一
躍有名になってこれまでくすぶり続けていた作家としての名声欲がここに至っ
て初めて充たされた。ただ，この好調な売れ行きが，税関辞職騒動で一挙に高
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まったいわば政変の犠牲者としての彼の知名度によるところが大きかったと
は，パプリシティの皮肉な顛末といえようs》。
『緋文字』の序文「税関」（"TheCustomHouse''）は，通例序文という
タイトルによって想起されるような，小説本編の理解にプラグマティックに貢
献する補足的な付加物ではない。なるほどその中核には，税関二階の屋根裏部
屋で「私」が煤けた古文書のなかにＡをかたどった赤いぼろきれを発見すると
いうドラマが仕組まれており，小説本編の「起源」に歴史的な信懸性を付与し
ようとする文学的慣習が踏襲されている。しかし，この虚樅化された｢原体験」
を核として３年あまりの税関勤務にまつわる自伝的な回想録という体裁をとる
このテクストの乳語りのレベルに関心を移すと,年代記述の一貫した欠落，それ
に代わって，決定論へのアンビヴァレントな偏向，現在から系譜学的な過去へ
の執勧な遡及，同僚官吏に対する暴力的なまでの風刺と片や自虐的なまでの自
己言及の交錯，いくつもの儀式的な自己劇化の配置等々，いわば内面化の徹底
がきわだって糸えてくる。この時ひとは，事実的な「体験」の再現とは次元を
異にするある心理的な「物語」が揺曳していることに気づくのであるが，その
ような視座からの再読こそが，これまでもっぱら伝記的な還元あるいは「ロマ
カスクム･ハウス
ンス」理論の回収のために部分的な解体にみまわれてきた「税関」のテクスト
ハウス
全編を，まさに「緋文字」発見を支柱とする隠uiiirの構築物として復元する契機
とならねばならない。本論はそＰしたひとつの試承である。
Ｙ■※ 
故郷セイレムでの官吏生活に先立つ３年間，Hawthorneはコンコードの
「旧い牧師館」（O1dManSe）でSophiaとの幸福な新婚生活を過ごした。
EmersonやThoreauといった多くの文人たちと刺激的な交流をもち創作活
動も充実した時期であったが，長女の誕生後二人月のこどもの出産を控えて
「(雑誌に短篇を書く）世の中でいちばんもうからない商売｣⑪では早晩逼迫す
る家計を維持できず，1845年の夏から有力な政治人脈をたよって故郷のセイレ
ム税関への就職要請が，民主党大統領ＪａｍｅｓＫＰｏｌｋに対して活発になされ
た。そうした人脈の一人で親友のHoratioBridgeに宛てた手紙に「この数カ
月の経験で私はかなりの政治家に成長しました｣5）ともらすような活動が効を
奏して，1846年４月，４年の任期で検査官に任官した。
※ 
過去のある時から起こされる「私」の物語を始める前に，語り手は予め読者
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を舞台になじませようとするためか，しばらく案内役となって税関の外力勤ら内
へと観覧する。半世紀前には段賑をきわめた貿易港の，今は昔の面影もなくさ
びれはてた波止場からそれを見おろすように立っている大きな煉瓦づくりの建
物へと歩糸を進め，とりわけ入り口では，屋根に巨大な翼をひろげ，胸には盾
と矢を構えて猛をし<舞っているアメリカ鷲の像に注意を促す。だがどうやら
彼の本当のねらいは，この合衆国の守護鳥を「遅かれ早かれ爪をたてて，噛で
ひとつき，そのやじりのついた矢で深い痛手を負わせて，（胸の綿毛に庇護を
求めた）雛たちを放り投げてしまう癖がある｣⑪などと，皮肉の一矢を報いる
標的にすることにあるようだ。人間模様に目を転ずれば，たまさか外国船の出
入港時には，船主や船長や船員そして商人といった雑多な人間たちの往来で，
昔の喧騒をとりもどすことがあるとはいえ，税関の恒常的な風景は，港の沈滞
ぶりとなれあうかのようにして生きつづけてきた老官吏たち－「旧式な椅子
に並んで坐り，椅子の後脚をかしげて壁にもたれ，よく眠りこげているが，時
どきことばとも軒ともつかない声でしゃべりあっている」－の群像ばかり。
そしてこの案内のしめくくりに，彼がもはやその風景に属さぬものであること
を，語り手は読者にこう断っている「今は，かのロコーフォコ派の検査官に面
会を申し出られてもせんないこと。改革の箒が彼を掃きだし，いっそうふさわ
しい後任が彼の威を纏って彼の俸給を懐にしているのである｡｣(8)ローーフォコ
（Loco-foco）とは，ホイッグ党員によってつけられた民主党急進派に対する
噸笑的なあだ名であるが，もちろん「ロコーフォコ派の検査官」なる自称は，
先に紹介したような事実経過で世間に流通してしまった時事的な「ホーソン」
イメージによりそってみせる，語り手の自己戯画的なポーズにすぎない。
※ 
「ある朝，私は大統領からの辞令を懐にして，その若岡岩の階段をのぼって
いき，税関の主任行政官として，私の重責を補佐してくれる紳士たちの一団に
紹介された｡｣(11)－この新検査官の初登庁のくだりを「物語」のクロノロジカ
ルな起点とすれば，このはじまりには，先に紹介したような，任官が成るまで
の「政治的」な活動の経緯はまったく報告されていない。いわば，就職活動の
根まわしに何ら言及はなく，代わりに語り手は，セイレムの帰還を故郷との根
深い宿縁のようなものへと還元している。
実際その外観に関するかぎりは，（建築美や画趣や古風さといったものは
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ほとんどないのが）わが生まれ故郷の町の特徴であって承れば，駒を散ら
かしたチェス盤にでも愛着を感じるといったほうがまだしも理不尽ではな
いだろう。しかし，ほかの場所にいるほうがきまってこの上なく幸福であ
るとはいえ，私の内には，ほかによい言葉がないので，愛着（aHection）
と呼ぶことで満足するほかない，古いセイレムに対するある感情が存在し
ているのである00。
旧い牧師館から現れ出るや，どこか他の場所へ行ってもよかった，いや，
行ったほうがよかったかもしれないのに，私が合衆国政府の煉瓦づくりの
建物に職を求めたのも主として生れ故郷の町に対するこの不思議な，’惰性
的な，楽しさに欠けた愛着（thisstrange，indolent，unjoyousattach‐
ment）のせいだった。私は，運命（doom）に支配されていたのだ。町を
出たことは，－度や二度ではなかった－その度に永久にと思えたのだが
－結局，粗悪な半ペニー銅貨のように，まるでセイレムが私にとって逃
れることのできない宇宙の中心（ｔｈｅｍevitablecentreoftheuniverse）
であるかのように，舞い戻ってしまうのだ、)。
そしてこうした土地との心理的なきずなが誘発するアンピヴァレンスは，語り
手がその視座を地勢から系譜へと移しかえ，歴史に名をとどめる清教徒の父祖
たちの亡霊を召喚するとき，さらにはっきりと増幅されて聞きとれる。
この厳格な，顎髭をはやした，黒いマントととんがり帽子のわが祖先一
その昔聖書と剣をたずさえて，まだ荒野に開かれたばかりの通りを威風堂
点と闇歩し，戦いと平和の士として大立者であった－それにひきかえ，
その名も滅多に聞かれることはなく，顔もほとんど知られていない私であ
、活 、も
るから，そんな私自身にゆえあるよりは，この祖先ゆえに私はここに住む
いっそう確かな権利をもっているように思われるのである(9)。
もちろん語り手は，彼らが善行よりも｢迫害精神」（thepersecutingspirit）
によって－たとえばクエーカー教徒を厳しく懲らしめ，魔女を裁いた
Hathorneたちのように－その系譜に呪咀すべき恥辱をぬりこめた罪ぴと
であることを閑却してはいない。だがそのいちいちの罪状を披瀝し罪の呪いを
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払おうとして祈りさえする語りには，父祖たちの不寛容な宗教性に対する，断
固とした断罪や批判が発散されているわけではない。むしろ注目すべきは，つ
ぎのような亡霊とのダイアローグに聞きとれる自虐性の蔓延ぶりである。
「一体彼は何者だ？」と，灰色の亡霊の－人が別の－人にむかってつぶや
く。「物語の作家だと！一体全体それはどういう商売かね－どんなや
り方で神を讃え，おのれの時代と世代の人類にどんな奉仕をずるのかね。
まったくもって，こんな自堕落な奴は，ヴァイオリンひきにでもなったほ
うがまだましというもんじゃ！」こんなぐあいに時の深淵を越えて，私と
祖先の間で挨拶が交わされる。
従来父祖の亡霊を召喚するこの一連の場面の解釈には，語りの修辞性は見過ご
され，もっぱら一族の過去の罪に対して語り手が願いの告白をもらしていると
する伝記的還元が支配的であった。しかし，DavidStouckが批判するよう
に，「語り手が単にそのような意識によっての象動機づけられていると承るこ
とは，彼の説明をとりまく多くの微妙なあてこすり（subtleinnuendos）を
無視してしまうことになり,｣，)そのテクスチュアリティーに負荷された含意を
回収することはできない。
この場面を読み解くために，まず，亡霊たちとの対面の場面に蔓延する自虐
性の正体は何かと間うてみることにしよう。Freudは『トーテムとタブー』
で，原父殺害の儀礼的再演が父からの権力の纂奪を祝うものであると同時に父
権の抑圧力を増進させてしまう危険をはらんでいるというパラドクスを指摘し
たが，EricSandquistは，“author',が語源的に「増殖」の意味と近親であ
るとするＥｄｗａｒｄＳａｉｄの示唆を受けて，「書くこと」（authorship）の行為
遂行的なレベルで達成される「権威」（authority）もまたこのパラドクスから
自由ではないことを洞察している8)。ここで儀式化された父祖たちの登場とそ
れにつづくダイアローグが，父権の委譲をめぐって，語り手を亡霊たちの召喚
を主催する者から彼らに潮笑される者へと随めてゆく時，まさに語り手はこの
パラドクスの再演に立ちあっているといえないだろうか。我禽のコンテクスト
に則して換言するなら，このサイコドラマから発散される自虐性とは，アイデ
ンティティーの根拠を系譜のうえでは圧倒的な父権に連なる末喬であるという
自負に恐いだしながら，しかし，それだからこそ今の自分はその正統な継承権
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をよく証明するものではないという不信によって覆される，自負が自己不信を
不可避にはらんでゆくパラドクスに由来するものであると，了解できるのでは
ないだろうか。
そして，父権の委譲が，あくまでも語り手の物語作家としての自己実現を評
定したうえで宙吊りにされているのであって承れば，ここから先の展開に引き
継がれるべき読み手の興味は，官吏への転身によって，この「作家であること
と」と「権威をもつこと」の語り手にとっての二重拘束的ジレンマが，強力な
父権の記憶に抗して税関の内なる舞台でどのように演出されていくのかという
シナリオのレベルへ向かってゆかねばならない。「彼ら亡霊たちがどれほど私
を潮り笑おうとも，彼らの強い特質は私の性質にもしっかりあざなわれてい
る｣(10－この場面の最後にもらされる語り手のモノローグを，読者にそのよ
うな視座を指示せんとする暗示ともうけとめることにして。
「合衆国の公僕のなかで，これほどの古老の強者の一団（apatriarchal
bodyofveterans）を部下にした者は，軍人武官を問わず，私の他におそらく
いなかろう｣01)と思わせるほどの老官吏ばかりしかいないことを知った新任の
検査官が，着任早々目撃するのは，彼らの恐怖心を露にした対応ぶりである。
私への挨拶の折，「(かつてほとんどが船長であった彼らの）半世紀もの間嵐に
ざらされ鮫の刻まれた頬が菅白になり，……その昔拡声器でわめきちらし北の
風神ポレアスさえも脅しつけておとなしくさせたほどのしわがれ声が震えてい
た｣(12)そのパニックぶりから察するに，大部分がホイヅグ党員である彼らは，ま
るで「その白髪頭をひとつ残らずギロチンの斧にかける……皆殺しの天使｣(1Ｊ
が降臨でもしてくるかのように，新しく上司となる民主党員に警戒心を抱いて
していたらしい。この首切り斧「ギロチン」は，脅迫的な革命性を喚起するそ
のイメージの潜在力によって，語り手がこれから叙述していく官吏たちの，い
わば旧体制にあまりにも長く浴しすぎたために発症している一様の退嬰ぶりを
照らしだす。その一方で，「政治屋でなかった」からこそ初対面の彼らに斬首
刑を容赦してやった「私」であるのに，物語の結末に至っては語り手自身が党
派性を根拠に「首を落とされた検査官」（DecapitatedSurveyor)㈱となって
しまう顛末一隠嚥の皮肉な転移は早くもこの時点で準備されているといわね
ばならない。）
語り手が「税関の肖像画を並べた私のギャラリー｣061と称する人物展覧の場
面に選びだした最初の官吏は,齢80歳の「終身検査官」（acertainpermanent
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１nspector）である。彼Iま，ほとんど誰の記憶にもない大昔に，独立戦争の陸
軍大佐でセイレム港の徴税官でもあった父親が息子のために設けたこの役職に
任命され，以来３人の妻と20人の子供よりも生きながらえ安閑として今日に至
っている。彼が「本能」の権化であり，精神性にきわめて乏しい「稀にZAる完
壁な動物性｣(141の見本であることを，その偏執的な食道楽（gourmandism）の
生態に戯画化する一節を象よう。
彼が彼の四つの足の兄弟よりもはるかに勝れていた－つの点は，それを食
べるということが彼の人生の少なからぬ部分をしめていた，おいしい晩餐
のことを覚えている能力であった。……昔の食事の亡霊が，絶え間なく彼
の眼前に浮かびあがってくる様子を観察するのは，驚くべきことだった。
それらの亡霊は，怒りや報復のためではなく，あたかも彼の昔の舌鼓に感
謝してでもいるかのようで，実体はないのに食欲をそそる，果てしもない
享楽を再現しようとしているかのようだった(151～(10。
こうした戯画的な筆致がいくばくかやわらぐとはいえ，次に紹介される老収
税官（theCollector）ミラー将軍にも，独立戦争の古戦場タイコンデロガ
（Ticonderoga）の廃嘘にイメージ化されるような精神の風化が暗示されてい
る。齢70歳の彼は，その肩書きの示すように，1812年の対英戦争で武勲を挙げ
西部領域の統治者を退いて後，２０年前から「歴代の政権の賢明なる寛大さのお
かげで，彼自身は安全な地位にいられた｣㈹税関最古参の一人である。語り手
は，この「人間の廃kii｣(181の内に，かつて英雄であった彼の堅牢・勇猛・不屈
なる精神の痕跡を象いだしながらも，今は，税関の日常から記憶への撤退を余
儀なくされている姿を次のように描きだす。
ほんの数ヤードのところから見ているのに，彼は我点の遠くにいるように
思えたし，椅子のすぐ傍を通っても，ずっと離れているようで，自分たち
の手をのばせば彼の手に触れたかもしれないが，到達しがたい人ともうつ
った。彼はもしかしたら，収税官の執務室などという不似合いな環境のな
かでよりも，自分の想いのなかでいっそう現実的な生を生きていたのかも
しれない。観兵式の展開，戦場の喧騒，３０年も前に聞いた勇ましい華やか
なファンファーレ~そんな場面や音が，たぶん，彼の知的な感覚の前で
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生きていたのだ､I。
語り手にとって過去は現在の自己実現を揺さぶる強迫性をそなえていた。しか
るにこれら二人の老人の記憶とは，本能あるいはいにしえの栄誉といったそれ
ぞれの脆弱な生の根拠を，楽しませあるいは安らがせるノスタルジーにすぎな
い｡
さて，語り手が最後に登場させるのは，前の二人とは対照的な実務家として
の「有能さ」を面目とする人物である。子供の頃からこの税関で成長し「税関
こそが彼固有の活動領域｣09で，「あらゆる紛糾を見抜く目と，あたかも魔法
使いの杖の一振りのように，それをたちどころに雲散霧消させてしまう整理能
力」をそなえた下級官吏。だが,想像力に関わる語り手の才能は,「不可能なも
のを，指でちょっと触れただけで，白日のように明快なものに変えてしまう」
ような合理性・効率性で計られるこの実務能力の権化に対して，異質であるが
故に魅せられはするものの，彼の職業倫理の本質は，次のような風刺的な筆致
のなかに看破されているといえよう。
執務にあたって，正直で規則正しい（honestandregular）ことが，彼
のような明蜥正確な知性の主要な条件であった。自分の天職の範囲内のこ
とならどんなことでも，もし良心に一つの汚点がつくようなことでもあれ
ば，収支の帳尻に誤りがあったり，帳簿のきれいなページにインクの染象
がついたときとおなじように，いやそれより深刻に，悩むことだろう剛。
この，.Ｈ・LawrenceのFranklin攻撃を坊佛とさせる一節から，職業に
関わる「誠実さ」（integrity)剛がせいぜい過失を恐れることと等価となり，
評価されてしまう時代への語り手の椰楡が読糸取れるはずである,)。それなら
ば，「おのれの時代と世代の人類に奉仕する」という語り手が父祖から負った
倫理は，いかに回復しえるというのか。
「税関の肖像画を並べた私のギャラリー」を通観して気づくことは，三者の
描写のなかに，語り手とのダイアローグらしきものは一片もさし挾まれてはお
らず，それは，彼らの存在様態がそれぞれに語り手の観察眼を楽しませるもの
ではあっても，いわば応答の反撃によって，彼を脅かしたりあるいは内省に承
ちびくような存在理由を欠いていることの証左であるように思われる。この徹
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底した人物観察の視点から展望される税関内の風景は，結局のところ，「私の
才能」である想像力が早晩「宙ぶらりんになって，生気を失う｣CUIような精神
の逼塞状況を，まねくことになる。
※ 
役職着任後１年半あまり経った1847年.11月１１日付，Hawthorneから友人
Longfellowへ宛てられた手紙の中に次のような一節が見つかる－「私は再
びペソを取ろうとしています。ただし，私の立場では習慣的なつきあいもあっ
て，それは余りにも非文学的なものですから，うまくいくかどうかわかりませ
ん。一人で坐っている時とか散歩している時はいつも,気がつくと，物語を，
たとえば昔の物語を，夢想している私ですが，税関にいる午前中の時間で，午
後や晩にやっておいた事がすべてご破算にされてしまうのが実情です｡」（Ｌ-
377）この告白は「税関」の語り手の焦燥感一「もしこんな生活が長く続け
ば，なるべき値打ちのある人間には変わってゆけないまま，永久にこれまでの
自分とは違った存在になってしまうかもしれない｡｣Cl)－と符合しており，状
況は，彼が勤務を続ける限り改善の見込みはなかった。経緯はどうであれ結果
的には，罷免されることがなかったなら，彼はこうした状況から解放されえな
かったはずである。
「税関」を「自伝」よりは「物語」に近いテクストとして読み直す私たちの
視座から，とりわけ「税関」後半部において鮮明に見えてくるのは，こうした
事実の「不幸な」なりゆきを背景として，前半部で確認されたような語り手の
作家としての自己実現へのこだわりが，あえてフィクショナルな自己劇化の儀
式を通過することによって説得的に動機づけられ，予定調和的な結末へと回収
される再現シナリオにほかならない。それは，今や「胡椒袋やベニノキの篭そ
れから葉巻の箱，ありとあらゆる課税品の梱に関税支払済を証するために刻印
され……奇妙な名声の車にのせられて……これまで一度も到達したこともなけ
れば，これからは二度と到達してほしくもない所へ運ばれていって私の存在を
宣伝した｣⑫ホーソンという名を，「本の表題の頁」へと救出奪回しえたことを
証ナシナリオである。
※ 
「しかし，過去は死んではいなかった｡｣(２２１－「税関」の最もドラマチック
な場面の幕開けが，この言葉で始まる。語り手の今や過去のものとなって仮死
状態となっている才能が，どのように蘇生の契機を得たのか。
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まず準備される舞台は，税関二階の，かつて港の繁栄に見合う規模で設計さ
れながら次代には当初の思惑がはずれて未完のままに放置されている「空中楼
閣のような大部屋」（airyhall)(22)。今は古ぼけた公文書の保管場所となって
誰もよりつかないその一角で，語り手は，ある退屈な雨の日に，まるで「ひか
らびた骨｣卿のような古文書の山をさぐっているうちに，偶然「昔の黄色くなっ
た羊皮紙に注意深くつつまれた小さな包承」を発見する。未完であることによ
って税関内の異相であることを暗示するこの二階の屋根裏部屋は，日常の業務
がとりおこなわれている一階の一例の「不可解なものを，指のひと触れで，
白日のごとき明快なしのに変えてしまう」有能な実務家の官吏が統括している
＿現実世界に対して，非日常的な特権領域，換言すれば「過去が反響するた
めの虚構化されたエコー・ルーム｣'0)として，緋文字発見を演出する隠楡の空
間ともなっている。「宝物がでてくるかもしれない」と直感させるその包承の
なかで，古文書にまじって語り手の「注意を最も引いた物｣卿は，かろうじて
大文字のＡとわかる金糸の刺繍の跡が残ったひどくすりきれ色槌せた赤地の布
切れである。
私の目はその古い緋文字に釘づけになり，どうしても目をそらすことがで
きなかった。確かにそれには，おおいに謎を解くに値する何か深い意味が
あって，その意味が，いわば，その神秘的な象徴から流れだしてきて，微
妙に私の感受性に訴え，それでいて私の知性の分析からは逃れていってし
まうのだった。……私は，ふとそれを自分の胸に当ててみた。すると－
読者は笑うかもしれないが，嘘ではないのだ－まったく肉体的とはいえ
ないが，ほとんど肉体的といってもいい，焼かれるような熱さを感じたよ
うな気がした。まるで，その文字が赤い布ではなく，赤熱の鉄でできてい
るかのように。私は身震いして，それを床に落としてしまった㈱。
こうして発見というよりはむしろ澱依にちかいセンセーションをともなって，
「緋文字」は語り手の想像力のなかに受胎される。しかしこのプライベートな
受胎劇から，『緋文字』の創作が十全に保証されるはずもなく，語り手がこの
"conception,'（受胎／着想）から‘‘author'，（生みの親／著作者）となりう
るためには，おそらく彼にとってはより重大な自己劇化がくぐられねばならな
い。
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じつは包象のなかでいちばん股初に語り手の目にふれていたのは，およそ
100年前当地がマサチューセッツ湾植民地であったllili代，ジョナサソ・ピュー
（JonathanPue）なる人物のセイレム税関への任官辞令であった。この人物
は確かに，Hawthorneが歴史取材のために愛読し，語り手も言及している
JosephＰ・Ｆｅｌｔの『セイレム年史』（Ａ""αﾉｓ〃Ｓα化加か0”ノォｓＦｊｒｓ/
Ｓｃ"ん”e"ｊ，1827）にその実在・在職が確認できるが，歴史的な事実との符合
はそれだけであって，包染の中身が彼に属するものであったことはもとより包
詮の存在自体がフィクションである。そして，語り手が「(検査官ピュー氏の
手になる文書は，緋文字とともに）今は私が所有しており，物語に興味を引か
れて実物を見たいという人には誰でも自由におゑせしましょう｣(26)などと読者
に訴えかけるのも，フィクションによって物語の起源に歴史的な信懸性を与え
るという文学的な慣習にならったポーズといえよう。しかし，それならば何故
語り手はわざわざ，税関二階のあの人気のない屋根裏部屋でピュー氏の亡霊に
訪れられ，「その緋の象徴とそれを説明する原稿の巻き物」を手渡されるとい
うゴシック主がいの自己劇化を仕組む必要があったのか。
それ自身の亡霊の声で，彼一自分自身を私の職務上の祖先（myoHicial
ancestor）とみなしたとしても理不尽ではあるまいが－は，私の子孫と
しての彼に対する義務と敬意（myfilialdutyandreverence）とを導
くも配慮してください彼の徴臭い蛾に喰われた労作を公にするよう，私
に熱心に説いたのだった。「これをなせ」と検査官ピュー氏の亡霊が，そ
の忘れがたい鐘のなかにおさまってまことに堂々とふえる頭を力をこめて
うなづかせながら言った，「これをなすのだ。ざすれば，利益はすべてお
まえのものとしてやろう。おまえはもうすぐ，それが必要となるはずだ。
なぜなら人間の官職が終身のものでありしばしば世襲でもあった私の時代
と，おまえの時代はちがうのだから。しかしよいか，この老プリン夫人の
件においては，おまえの前任者たる私の記憶を僧頼するがよい。それは当
然与えられてしかるべき信頼なのだから｡」そして私は，検査官ピュー氏
の亡霊にむかってこう言ったのである－「かしこまりました！」鯛
私たちは既に「税関」前半部で，一見これとよく似た場面，そう，語り手と先
祖の亡霊たちとの対面の場に立ち合っている。ちょうどテクスト全体からみれ
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ぱ，先の場面に対してシソメトリカルに拮抗するような配置に割りふられたこ
の場面は，形式的な反復から差異をぎわださせつつ，語り手のなかにあらたな
決意を顕在化させるのだ。思い出して承よう，先の場面で祖先の亡霊たちは，
語り手の物語作家としての存在が彼ら血縁の系譜に連なることを潔しとはした
かった。それに対して）ここでピュー氏の亡霊は，語り手に自らを祖先とし彼
を末畜として認知する新しい系譜と権威とを授けている。その新しい系譜とは
何か。ピュー氏と語り手とが同じセイレム税関の前・後任者であること－し
かしそれは形式的に確認できる「事実｣，つまり，亡霊が彼を訪れる前提ではあ
っても動機ではない。そこで問題にしなければならないのは，ピュー氏が語り
手に委譲した仕事「彼の微臭い蛾に喰われた労作」の性格である。そもそも語
り手によれば，彼が残した古文書は「公的なしのではなく，私的な性質のも
の｣(241であった。今と違って税関執務の「ありあまった余暇を地元の古物研究
に費やせる」時代であったから，彼は公務をはなれて，さもなければ「すっか
り錆びついてしまったであろう精神」をそうした活動で健全に維持していたも
のらしい。したがって亡霊から手渡された古文書「ヘスター・プリンなる女性
の生涯と言動｣(25)とは，公職の産物ではなく，公職の受難によく耐えた精神の
産物といえるだろう。Ｐ.J・Eakinの指摘を援用すれば，「検査官ピューを造形
することで，ホーソンは自分自身のために税関の意気沮喪させる環境を生きぬ
いた先例的な人物像を準備したのであり｣u)，この公職の受難者の系譜におい
てこそ，亡霊は作家たらんとする語り手を訪れその精神を委議すべく彼に仕事
を託したのだといえるだろう。思い出してふよう，先の場面では，ダイアロー
グという普段着の対話形式をかりて父祖の亡霊たちに痛罵をゆるし，語り手自
身はそれに反論しえなかった。それに対して儀式的な威厳をまとったここでの
亡霊と語り手の言葉の交換は，語り手の物語作家としての存在証明を立てなお
すスピーチ・アクトの実践にほかならない。
論点に誤解を招かないように付言するなら，先の場面はこの場面によって転
覆されているのではなく，継承され超越されているのだ。なぜなら「ピュー氏
の記憶」とは，「ヘスター・プリンなる女性の人生と言動」に関する彼と同時
代の人交の記憶や証言で構成されたものである以上，文化の記憶とよびうるも
のであって，それを再生し公にせんとする語り手の責務と自覚は，たとえ物語
るという企てによってではあっても，畢境，先の場面で清教徒の父祖たちが唱
えた倫理規範の継承を暗示していると承ることもできるからである。この点に
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関して，DonaldPeaseが，文化的コンテクストからアメリカン・ルネサンス
を再読した近著『幻影の契約』で提出している洞察を傍証としたい。
検査官ピューとの対面によって,ホーソンは,書くことと祖先の唱える正し
い公的な義務とを区別させえないような文化の記憶（culturalmemory）
を永続化する手段をみいだしている。さらに彼は，その時自分自身も，
（検査官ピニーの）文化の系譜一ホーソンの時代が単に忘却しているだ
けで，まだそれに強力な排除の力をかけてはいない－のなかに属してい
ることに気づいている'2)。
※ 
儀式は完了し，語り手はピュー氏の精神的な後継者たらんと決意する。だが
それは，語り手の受難の克服を意味するわけではない。彼は，想像力の中に緋
文字を受胎したまま，ピュー氏の時代ほど恵まれていない税関の日常へと再び
戻っていかねばならない。それにしても，この「父と息子」の風釆の落差たる
や，語り手を恥じいらせるばかりの時代の隔たりをうつしだしている－｢父」
は，国王陛下の辞令を負った者にふさわしく「玉座のあたりにただよう，まぶ
しいばかりの光輝の一条を身に帯びた人間の威厳｣㈱を発し，「息子」は国民の
従僕として，おのが主人の最も取るに足らない者たちよりもつまらなくて最も
下劣なものよりも下劣だと感じている共和国の役人に似つかわしい，卑屈な顔
つき」をとりつくろえない。この「卑屈な顔つき」こそ語り手の受難からの救
われがたさを物語るものであって，それは，畢境，ピュー氏に二心のない忠誠
を尽くすことを許さない強大な叔父アンクル・サム（合衆国政府）が，彼の主
人であることに起因する。
公職が人格に及ぼす影響の一つは，……共和国の強力な腕によりかかって
いるうちに，その人間の固有の力が本人からぬけ出ていってしまうことで
ある。アンクル・サムの金は，－かの立派な老紳士に無礼な言動を弄す
るつもりはないが，……悪魔の報酬（Devil，swages）のごとき魔力をも
っている。それに手を触れる者は誰でも，自分自身に気をつけなければな
らない。さもないと，魂そのものとは言わないが、そのより良い属性を巻
き込んでひどく不利な取引（bargain）をしてしまったと気づくことにな
るからである㈱。
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語り手は，「ヘスター・プリンの物語｣㈱に思いをめぐらしながら，彼自身もま
たこうした病理の例外ではないことに気づかざるをえない。彼の想像力は，せ
いぜい「くもった鏡｣(271でしかなく，そこに生き生きとうつしだされることが
かなわぬ登場人物たちは，「死体さながら硬直しきって，ぞっとするような冷
笑を浮かべながら，」彼をなじってこう潮笑する。
「おまえは私たちと何の関係があるというんだ？……おまえばかつて，虚
構の者たちにいささか力をふるうことができたかもしれないが，もうそん
なものはなくなってしまった。なにしろすずめの涙ほどの公金とそいつを
取り引き（barter）しまったんだから。それならさっさと，賃金を稼ぎに
ゆくがいい｡」
ピュー氏との約束が，Peaseが“visionarycompact，，なる概念を適用する
ような，公的な義務に関わる「契約」であったとするなら，アンクル・サムと
の雇用契約の内実とは，公務すら賃金という市場価値に還元しついにはそれに
就く者をして「人類の連帯した努力に参加していない｣COIような利己主義者に
堕落させる「取引」にすぎない。そもそも税関なるものは，権力による市場操
作の表徴，「コマーシャル・デモクラシーの化身｣1s)ではないか。そして二人の
「父」に忠節を尽くしえない語り手の困難には，ある観念史の皮肉な反転がふ
えてこないだろうか。マックス・ウェパーを引くまでもなく，もともと｢契約」
とはピューＵタニズムの超俗的な使命感を支える思想であった。それが世俗内
的な職業倫理へと読象変えられて，ついに私的な営利の追求すなわち「取引」
を合法化していく歴史を私たちは知っている。語り手の困難は，今や「取引」
が「契約」をほとんど圧殺しかけているアメリカ19世紀という時代の困難であ
ったというべきであるかもしれない。
「この惨めな精神の麻癖状態が私にとりついていたのは，私の一日のうちア
ンクル・サムが取り分として要求していた３時間半の間だけではなかった。海
岸の散歩ｊ田園の散策……書斎｣127)，そして，月光の冷性と炭火の鈍い暖性が
混じりあって霊化された「居間」－「想像的なものと現実的なものが出あっ
て，相互に浸透しあう中間地帯｣㈱，すなわち語り手によれば想像力が「ロマ
ンス」を創出しうる理想的な情景，すらが侵される。彼は今や，「憂欝症にな
って落着きがなくなり……（あの食道楽の検査官のように動物になってしまわ
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ぬうちに）この税関から人間として出ていくためにはあとどのくらいここにい
ても大丈夫かなどと計算する｣則ようになっている。
先に本論冒頭で概略を辿っておいたように，大統領の交代に伴う検査官職罷
免という事態は，職場の実体がどうであれ，Hawthorneにとって不本意な追
放であった。不穏な兆しが染えはじめた頃からできうるかぎりの保身の努力を
おこない，それが徒労であることがほぼ確定的となった1949年６月５日には，
次のようにその憤然たる思いを友人Longfellowに打ち明けている－「政
治屋の猟犬どもに追いたてられている自分に気づくと，私の内にちょっとした
悪魔が頭をもたげます。……もし私の追放に奴らが成功したら，私は多分ひと
り機牲者を選びだしてそいつの心臓に毒を一滴たらしてやり，大勢ににやにや
笑われながら長い間苦しさに身悶えさせてやろうと思っています｡」（Ｌ-269）
しかし一方「税関」の語り手は，この「大変に深刻な偶発事｣81)を，事態好転
のための「天の配剤｣㈱と読承変える。
以前から公職に嫌気がさしていたこと，漠然と辞職することを考えてもお
り，私の運命は，自殺願望を抱いてもおかしくない状況にあって，まった
く思いもかけず殺害されてしまうという好運にめぐりあった人間のそれに
似ていなくもなかった剛。
こうした黒いユーモアを発散する殺人の修辞は，「政治的ギロチン｣㈱によ
る斬首刑の隠嶮へと転移し，「税関」のエピローグにいたると「首を落とされ
た検査官｣(DecapitatedSurveyor）というイメージとなって氾濫する。この
自己言及が発効させる言表効果とは，いかなるものか'4)。それを問い直すこと
が，「税関」を「物語」として読む私たちの再読作業の意義の，最終的な確認
につながるはずである。
当然のことながらすべからく自伝というものは，伝記とはちがって，主人公
の死をもってその語りを停止させることはできない。ScholesとKelloggの
理論化によれば，したがって，そのプロットを死以外の審美的に満足しうる結
末で終わらせるためには，何か別に語りを解除する形態がみいだされねばなら
ないが，実際自伝の多くは，そうした結末を実践してはおらず，語りは先に引
き継がれるべきものとして終わっている。しかし，「自伝であっても，それが著
者の内的人生の物語となっている度合によっては，その自然の終結点には彼の
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死でl±なく，彼が自己自身と折り合いをつけたり，その本性を自覚したり，天
職に就いたりするような時点がえらばれている｡｣'5）「税関」の語り手が，「税
関」と『緋文字」そして当初作品集として一緒に出版することを考えていた他
の小品を含めて，それら全体をみずから，「首を落とされた検査官の遺稿集」
（the“PostumousPapersofaDecapitatedSurveyor',）と命名すると
き，その隠噛は，「税関」という物語に死が再生であるような結末を与えるス
ピーチ・アクトを演じるのだ。なぜなら，もはや賛言をつくすまでもなく，検
査官の死とは，アンクル・サムとの「取引」の解消であり，裏返せば，ピュー
氏との「契約」の履行に励むべき作家としての再生であるはずだから。そし
て，最近セント・ピーター教会の墓地から発掘された遺骸にその頭蓋骨がよく
残されてはいなかったというピュー氏のように，首を失った（headless）われ
らの語り手もまた，その頭脳の活動の痕跡というべき「遺稿」によって，文化
の記憶に参入しえたのである。
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